
区民のみなさんの意見をもとに整備を行いました

見えない・見えにくい方にも
わかりやすいサイン …p.4

ひろびろとした環境を楽しめる
だれもが使いやすい公園づくり …p.6

いろいろな子どもがやってきて
一緒に冒険あそびができる公園づくり …p.8

設計する際のポイントを
ご紹介します
公園のユニバーサルデザイン
整備ポイント …p.10

車いすを使っている方の
トイレ 整備ポイント …p.12

練馬区
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区民意見聴取事業

ユニバーサルデザイン＊1の
建物・公園をつくるには？

人によって、求めていること（ニーズ）はさまざまです。
実際にどんなニーズがあるのかを知ることが
だれでも使いやすい、暮らしやすい
ユニバーサルデザインのまちをつくる第一歩！

意見聴取事業の流れ

意見聴取

意見を集約し、設計に反映させる

施設整備

完成後の検証

検証結果のまとめ

次の整備への反映

　練馬区では、だれもが等しく社会参加する機会を確保し、安心して快適に暮
らし続けることができる地域社会の実現を目指して、平成 22 年 10 月に練馬
区福祉のまちづくり推進条例を施行しました。この条例では、一定規模以上の
区立施設の建築および区立公園の新設の際にバリアフリー＊2 に関する区民意
見を聴取する規定が設けられました。区民の意見を聴取し、設計に反映させる
ことにより、高齢者や障害者、子育て世代等、だれもが使いやすい施設等の整
備を目指しています。

私たちのまちには、年齢や性別、能力や生活状況
等から、さまざまなニーズのある人が暮らしていま
す。高齢者、障害者、子育て世代等、すべての人が
地域の一員として自由に社会参加ができるために
は、身近な建物や公園をさらに使いやすく改善して
いかなければなりません。

そのためには、法令で決められた整備基準に従う
だけではなく、実際に使う人の特性やニーズを理解
して設計、整備することがとても大切です。

使う人への理解不足から、あと数センチ足りなく
て設備に手が届かないというような残念な結果も起
こりえます。また、ある障害の方には必要なことが、
他の障害の方にはバリアになることも少なくありま
せん。

すべての人に利用しやすい環境づくりは決して容
易ではありませんが、多様なニーズを知るところか
ら始めてみましょう。

本冊子で紹介する「区民の声を設計に活かした整
備の事例」が、ユニバーサルデザインのまちづくり
に携わるみなさんの計画・設計のヒントになること
を期待しています。

●本冊子の構成
　本冊子は、「区民意見聴取事業」の中でいただいた区民の声
を紹介しながら、区立施設等のバリアフリー整備事例をまと
めたものです。あわせて、資料編として設計のポイントを掲
載しています。

【凡例】 参加者からの評価

参加者からの指摘
工夫が足りなかった、もうちょっとのご
指摘は、大切なご意見として次の整備に
活かしていきます。

●  対象施設や類似施設の
　見学・話し合い

【参加者】
・福祉のまちづくりサポーター等
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば
　（みどりのまちづくりセンター）

【参加者】
・意見聴取に参加した区民
・区の関係部署、設計者、
  ＵＤ推進ひろば

●  意見の内容を整理
●  設計へどう反映できるか検討

●  対象施設の見学・確認、話し合い

●  反映した結果への評価
  （良かったこと、不足していること）
●  完成後にはじめて気づいたこと
●  関係部署への報告

だれもが使いやすい施設等の整備を進めています

練馬区福祉のまちづくりの推進に係る

歩いている人にはなんてことない段
差が越えられなかったり、通路や出
入口が狭いと通れなかったり、高い
所に手が届かなかったりするよ。目線
が低くて見えにくいものもあるよ。
人によって車いすの種類・サイズや
使い方が違うことを知って、設計して
ほしいな。

長時間歩くのが大変だか
ら、ちょっと腰かけられるも
のがあちこちに置いてあると
助かるよ。
手すりもあるといいな。

個人差があるけど話し声が聞こえにく
いし、声も出しにくいから、目で見て状
況がわかるような工夫があると安心。
エレベーターにガラス窓があったり、
トイレで空いている個室がすぐわかると
いいな。

音や触覚を頼りにしているので、
初めての場所では勘違いしてしまう
こともあるよ。例えばトイレで洗浄
ボタンと非常用ボタンを間違えたり。
操作ボタンの配置が統一されてい
ると、もっと使いやすくなるんだけ
どな。

案内表示や設備は、明度の
対比がはっきりしているとわ
かりやすいよ。
例えばトイレの床が濃い色
だと白い便器が目立つよ。

授乳コーナーやおむつ替えシート
があっても、施設のどこにあるのか
わからなかったり、設備の周りに余
裕が無いと、使いにくいね。
わかりやすい案内や使い方にあっ
た配置にしてほしいな。

車いす使用者

疲れやすい人
（高齢者等）

聴覚障害者

視覚障害者

（全盲）

視覚障害者

（弱視）

子ども（乳幼児）

連れ

イラスト：おおば みお

＊1 ユニバーサルデザイン（ＵＤ）：障壁の除去にとどまらず、能
力の違い、年齢、性別、人種等にかかわらず多様な人々が利用し
やすいように、あらかじめ都市や生活環境をデザインする考え方。

＊2 バリアフリー：高齢者、障害者等が社会生活をしていくう
えで障壁（バリア）となるものを除去（フリー）すること。物理的、
社会的、制度的、心理的な障壁、情報面での障壁等すべての障壁
を除去するという考え方。



踊り場の大きなサイン

トイレ前の床材のサイン
トイレ横のサイン

※視覚障害者誘導用ブロック

だれでもトイレ エレベーター

※
点字ブロックでなくても、床材を工夫して、
足ざわりで近くにトイレがあることが
わかるようにしてほしい。
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　弱視の方や高齢者にもわかりやすいよう施設
全体の案内サインを計画しました。
　階ごとにテーマカラーを取り入れ、（１階水色、
2 階ピンク色、３階黄色）自然に目がいく位置を
選び、案内表示を設置しました。

　この施設は、行政サービスや区政案内を担う出張所と、地域の方の交流や自主的な活動の場で
ある地域集会所として改修を行いました。地域の方に使いやすい施設の整備を目指し、建物の耐
震補強の機会にエレベーター設置等とあわせて、視覚障害者の意見から、色や足触りの違いを活
かしたサインを設置しました。

見えない・見えにくい方にも
わかりやすいサイン

色を活かした案内サイン

案内サインは色合いが似ていると見えにくいから、
明度差のはっきりした色で
表示してほしい。

トイレのサインは、どんな目線の高さからでも
目につきやすいようにしてほしい。

手すりをつたっていけば
目的地に到着できるようにしてほしい。 手すりに点字案内

ミニコラム　聞こえない方への配慮

ピクトグラムを目立たせる

床材を工夫したサイン

大泉西出張所・南大泉地域集会所（平成22年度）

入口看板は、コントラストがあってわかりや
すい。（視覚障害・弱視）

階段前の大きなサインは弱視でも見ることが
できる。（視覚障害・弱視）

3 階を示す黄色地のサインは見えにくい。（視
覚障害・弱視）

防火扉一面に色を塗ったサイン

コントラストをつけた看板

手すりに点字がついてわかりやすい。（視覚障害）

階段の手すりに「踊り場」だけでなく、「2 階」や「受
付」等を入れてほしい。（視覚障害）

床材のサインはわかりやすくてよい。
（視覚障害）

練馬区南大泉 5 丁目 26 番 19 号

敷地面積　2,005.04 ㎡ 
延床面積　1,413.04㎡
　　　　　（地域集会所 461.79㎡，出張所 271.25㎡，保育園 680㎡）

平成 22 年度（大規模改修）

エレベーター、だれでもトイレ、歩行者通路、車いす使用者用駐車場、
触知案内板、案内サイン

所在地

規模

竣工時期

主な整備

施設概要

　廊下の手すりには、行き先にある室名等を点字で表示し、
案内サインとしての機能ももたせました。また、階段の手
すりはにぎりやすい太さ（直径 4 cm 程度）の 2 段手すり
に変更しました。

　視覚障害者の意見から、トイレ前の床は細かな凹凸のある
床材を使い、場所がわかるようにしました。

　トイレの曲がり角の壁を、天井から床まで各階のテーマカラーに塗り、さ
らにピクトグラム（絵文字）を大きくすることで、より目立つようにしました。

　聴覚障害者への配慮といえば、筆談器や電光掲示板等によ
る文字情報の提供が思い浮かびます。その他にも、目で見え
る情報を多くするために死角や閉鎖された空間をなくし、見
通しをよくすることも大切です。例えば、練馬区福祉のまち
づくり推進条例では、エレベーターの扉にガラス窓の設置を
求めています。これは、聴覚障害者が閉じ込められた場合、
双方向の連絡ができるようにするものです。

施設の大規模改修事例

※写真は竣工当時のものを利用しています。



左：点字がついているインターフォンは低い位置にあるため、見つけ
にくい／右：車いすが通れる幅を確保

テニスコート 車いす使用者用駐車場

公園内は、車や自転車が走らなくて
安全だから、感覚を頼りに
自由に歩きたい。

だれもが余裕をもって散策できるよう、4.5m 幅を確保

公園の新設事例
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ミニコラム　点字だけでは伝わらない

インターフォンを押すボタンの位置が低いた
め、見つけられない。（視覚障害・全盲）

施設概要

　歩道に接する主要出入口は、車止めや飛び出
し防止柵を設置せずに、だれもが入りやすくし
ました。さらに一歩入った園路入口には、飛び
出し防止柵の脇から車いすが通れるスペースを
確保しました。安全性とバリアフリーに配慮し
た出入口となっています。
　また、出入口付近に触知案内板を設置し、点
字ブロックを敷設しました。触知案内板は、ひ
らがなと英語を併記しています。

　この公園は、もともと、日本銀行が所有するグラウンドでした。区が再整備をし、平成 25 年度
に区立公園として開園しました。再整備の設計の際には、高齢者や障害者のみなさんと使いやす
い出入口・園路・休憩設備、駐車場等を検討しました。また、車いすテニスをする方々からテニ
スコートの整備についても意見を伺いました。だれもがみどり豊かな自然の中でスポーツや散策
を楽しめる公園です。園内にはふるさと文化館分室もあります。

ひろびろとした環境を楽しめる
だれもが使いやすい公園づくり

だれもが入りやすい出入口

幅の広いスポーツ用の車いすや電動車いす等が入りやすい
出入口にしてほしい。

石神井松の風文化公園（平成25年度）

ベンチは手すりがあると、立ち上がる時に力を込められてよ
い。（高齢者）

車いすもテーブルに寄せやすく、桜の季節はお花見ができて
とてもよさそう。（車いす・電動）

縁石の立ち上がりが高いので、間違って車いすが乗り上げ
て倒れる心配がなくてよい。（車いす・電動）

縁石と道路との明度差がもっとあるとよい。（視覚障害・弱視）

縁石が途中で途切れているところでは、道が分岐している
ことがわからず迷ってしまいそう。（視覚障害・全盲）

　野外卓は車いすやベビーカーが近づきやすい工夫をしまし
た。周辺を舗装し、車いすに乗っていても膝が入る高さになっ
ています。園内には手すりや背もたれつきのベンチをたくさ
ん設置しました。

　視覚障害者の意見から、主要園路の縁石を高く立ち上げ
て点字ブロックに代わる誘導の機能をもたせました。

立ち上げた縁石で園内誘導

みんなで楽しめる設備

車いすで利用できるテーブルや、
みんなでピクニックができる休憩場所が
ほしい。

高めに立ち上げた縁石に誘導の役割をもたせた

車いすがそのまま近づける野外卓

手すりつきのベンチ

　視覚障害者への情報伝達は点字があれば大
丈夫だと思いがちですが、実は点字の読み書
きができる人は、視覚障害者全体の 1 割程度
と言われています。点字とあわせて、音声等
による案内も必要です。

　設計の段階で、導入予定の車
止めの原寸模型をつくり検討し
ました。「車いすで入れない」「視
覚障害者がぶつかる」という意
見をいただき、この車止めの設
置は取り止めました。

所在地

規模

竣工時期

主な整備

練馬区石神井台 1 丁目 33 番 44 号

敷地面積　47,735.24㎡ 

平成 25 年度（新設）

園路整備、だれでもトイレ、車いす使用者用駐車場、野外卓・ベンチ、
触知案内板



駐車場の隣にトイレ（左手奥）、水飲場（中央）を設置

広めのトイレボタン周囲に設置した表示
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施設概要

水飲場の下部の蛇口が大きなレバーになって
いて使いやすい。（視覚障害児（弱視）の親）

車いすに座ったまま水飲み口まで近づきやす
い。車輪も洗いやすいのではないか。（視覚
障害児（弱視）の親）

出入口に近い水場は大切だと思う。（重度心
身障害児の親）

上部の蛇口は、水の勢いの調整がしにくい。
（知的障害児の親）

　車いす使用者用駐車場に近い出入口そばに車
いすのタイヤも洗える水回りを設けました。周
辺には十分なスペースをとり、洗ったあとに汚
れないよう、駐車場までの経路を舗装仕上げと
しています。蛇口は大きなレバー式です。

　この公園は、みどり豊かな環境を活かし、子ども達がのびのび遊べる場所として整備を行
いました。子ども達は穴掘りや、木登り、水遊び等、さまざまな冒険遊びを楽しんでいます。
設計の段階では、知的・視覚・聴覚・肢体に障害のある子ども達がどろんこ遊びやハンモッ
ク遊びを体験している様子を参考にしました。能力の違いに関わらず、いろいろな子どもが
一緒に遊べる公園づくりを目指しました。

いろいろな子どもがやってきて一緒に
冒険あそびができる公園づくり

きれいになって帰れる、水回りと駐車場

水飲場・手洗場を出入口近くに設けて、手足や車いすの車輪も
洗えるようにしてほしい。

ミニコラム　子どもの生きる力を育む

こどもの森（平成26年度）

周辺にスペースを広くとった水飲場

　子どものための遊び場は、能力の違いに関わらず、いろい
ろな子どもが、自分の力を発揮しながら、友達と共に遊び学
べることが必要です。
　「こどもの森」では、障害のある子もない子も、自然に触れ
ながら自由に遊べるように、どろんこ遊びや水遊びのできる

「冒険ひろば」やいろいろな上り方のできる「見晴らし台」等
を設置しました。

トイレのサインは認識しやすい。（視覚障害児（弱視）の親)

女性専用トイレや授乳スペース等もあるとさらに良
いと感じました。（視覚障害児（弱視）の親 )

子どもの遊びに対する支援があると、親はつきそい
ながらも一息つけて助かります。（知的障害児の親 )

木製の園路は視覚的にもわかりやすく、子どもを誘導
してくれるので非常に良い。（知的障害児の親 )

出入口から管理棟までは、木製だが凹凸がない。坂に
なる所に段差がなく滑らかでよい。車いすでもスムー
ズに移動できる。（重度心身障害児の親 )

　親子や車いすで使える、広いトイレを設置しました。
洗浄ボタンはわかりやすいシンプルなものとし、呼び
出しボタンと区別がつきやすいように、各ボタンに説
明文をつけました。

　子どもが自由に遊べる場を目指した公園のため、プレーリーダーが常駐
しています。プレーリーダーは子ども達が安全にのびのび遊べるようサポー
トしています。

　出入口から、主要設備であるトイレ、水飲場、管理棟まで、
ウッドデッキ等による固い舗装で十分な幅を確保しました。

管理棟まで続く園路・スロープ

広いトイレの設置

異性介助ができるトイレを、
わかりやすい案内表示とともに
設置してほしい。

遊び場の環境や子どもの安全を見守る
大人がついていると
安心ですね。 スタッフによる見守り

主要な設備には車いす使用者が
無理なく移動できるようにしてほしい。

管理棟（左手奥）までなだらかに続く園路

所在地

規模

竣工時期

主な整備

練馬区羽沢２丁目 32 番 7 号

敷地面積　3,043.55㎡ 

平成 26 年度（新設）

だれでもトイレ、車いす使用者用駐車場

公園の新設事例



【参考図書】

「―すべての子どもに遊びを― ユニバーサルデザインによる公園の
遊び場づくりガイド」 ( みーんなの公園プロジェクト編 )

以下の URL からダウンロードできます。
http://www.minnanokoen.net/download07.html
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公園のユニバーサルデザイン整備ポイント
資料編１

この公園でできること・
できないことの提供（案内設備）

入りやすい雰囲気づくり
（出入口）

利用しやすい配置
（ベンチ・野外卓等）みんなと一緒に過ごす・楽しむための

創意工夫

公園のユニバーサルデザインは、活動（アクティビ
ティ）の視点から空間や設備を考えることが大切で
す。その公園本来の目的や魅力をすべての人が楽しみ、
一緒に過ごすためには、園路やトイレ設備へのアクセ
スを確保するだけでは十分とはいえません。「遊具で
遊ぶ」「散策する」「植物に触れる」「お弁当を食べる」
等の一連の行動をイメージしながら、必要な空間や提
供すべき情報を検討していくことが必要です。

また、小さい子ども連れの方も安心して過ごせるよ
う、死角をつくらないことや道への飛び出し防止等「安
全性の確保」もユニバーサルデザインのポイントです。

自然環境や地形特性は公園の魅力のひとつですが、条
件によってはバリアフリー化ができない箇所もありま
す。また、バリアフリー化のために、自然や景観が損な
われることは利用者も望んでいません。

重要なことは、利用者に対し、バリアフリー化できて
いない所を含め、公園の施設や整備の情報をわかりやす
く提供することです。それにより、利用者は自分の状況
に合わせた利用方法を選ぶことができます。

車いす使用者からは「公園の出入口が入りにくい
と利用そのものを控えてしまう」という声を聞きま
す。車いすで出入口を通過するには、直進ならば幅員
90cmですが、方向転換を伴うと120cm 程度必要で
す。周辺環境、子どものとび出し防止や自転車の侵入
防止等も考慮しつつ、通過しやすい出入口にすること
が大切です。

公園のアクティビティをより楽しむためには、ベン
チ等の休憩設備を欠くことはできません。少しの工夫
をすることで、さらに利用しやすいものになります。

例えば、ベンチの設置する間隔を短くすると、長く
歩けない人も安心です。ベンチや野外卓周辺にスペー
スを取ると、車いす使用者と同伴者が並んで座れたり、
ベビーカーを置くことができ、みんなで一緒に楽しむ
ことができます。

バリアフリー整備が難しい場所の
情報案内を明確に

スムーズに進入できる整備に
直進できない出入口は、十分な幅員が必要

ベンチを設置する間隔を短くする
野外卓やベンチ周辺にスペースをとる

円をまわりこむタイプの車止め
車いすのサイズによっては通過できないこともある

小さな子や障害のある子も一緒に遊べるよう配慮され
た遊具等を点字でも紹介している

ベンチ横に広いスペースを設け、車いす使用者と同伴者
が並んで休憩できるよう工夫

野外卓の二面にベンチを設置しないことで、車いす使用
者と同伴者がともに座れるようにした

トイレが設置できなかった小規模な公園に、近隣トイレの案
内を設けた

正面に子ども飛出し防止の柵を設けた
柱と柵の幅員は 90cm 以上で、余裕を持って進入できる



大型ベッドを広げたときに、
ベッドと大便器の間に車いす
と介助者のスペースがあるか

車いす使用者でも手洗いが
使えるスペースがあるか

車いす使用者が
１人でもベッド
を広げられるか

大型ベッドを畳んだ状態で車いすが
回転できるスペース（直径 150cm）
があるか。※回転しやすい広さは直
径180cm

有効寸法200cm以上

有
効
寸
法
2
0
0
cm
以
上

失敗例
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鍵

車いす使用者の中には、手の不自由な方もいるため、
鍵と取っ手の形状、位置、高さが重要です。また、外
から利用状況がわかるよう表示します。

【手動扉】低すぎても高すぎても使えません。車いす
使用者の手が届きやすい位置（床上60cm～80cm）
に鍵と取っ手（下端）が収まるようにします。鍵の形状
はグーかパーで簡単に操作できるものを選びます。

【自動扉】扉から開閉スイッチを70cm以上離すこと
で、切りかえしせずに出入りすることができます。

鍵・取っ手（下端）は、
60～80cm の範囲内に設ける
手を「グー」の形で操作できる鍵の形状
利用状況が外からわかりやすいもの

出入口扉（戸）便器周辺のスペース車いす使用者は、動作に広いスペースを必要とし
ます。一般的な手動車いすの大きさは JIS により全幅
70cm 以下×全長120cm 以下と規定されています。
これを基準に動作寸法を検討する必要があります。大
型の電動車いすや介助者がいる場合は、さらに広いス
ペースが必要です。

また、車いす使用者の中には、大型ベッドを必要と
する方もいます＊。こうした設備を設置する際、設備
の周辺に車いす使用者がアプローチするためのスペー
スが必要です。

ベッドに乗り移った時に車いすをどこに置くのか、
介助者はどこに立つか、荷物をどこに置くか等、利用
シーンにあわせてスペースを確認することが重要です。

＊オストメイト、ベビーチェア、ベビーベッド等は原則車い
す使用者用トイレに集中させず、一般トイレを含め、建物全
体として設備配置の検討を行う（機能分散）。

車いす使用者のトイレを手動扉とした場合は、袖
壁を設けると車いす使用者は扉の開閉をしやすくなり
ます。袖壁は、引き戸では 30cm 以上、開き戸では
45cm 以上とします。やむを得ず袖壁が設けられない
場合は、扉の取っ手を L 字型等にします。

車いす使用者の手が届く範囲の目安は、40～110cm
です。特に、車いすのひじかけ（アームレスト）付近
となる 60~80cm は、楽に手が届く範囲です。操作ボ
タンや鍵、荷物かけ等の利用頻度が高い設備はこの範
囲に収めると利用しやすくなります。

また、立位で利用しやすい高さは異なるため、それ
ぞれが利用しやすいよう、2か所に設備を設置すること
も検討します。

車いす使用者が便器に乗り移る方法は、人によりさま
ざまです。どんなアプローチでも対応できるように便器
周辺に十分なスペースを確保します。目安は、便器前方に、
車いす全長よりも広いスペース（120cm程度）を確保する
ことです。また、扉から対角線上に便器を配置することで、
鍵の開閉から便器への乗り移りがスムーズに行えます。

出入口の幅は有効開口を 85cm 以上
扉は軽量引き戸または自動扉が望ましい
引き戸の場合は 30cm以上の袖壁を設ける

便器前方、側方に十分なスペースを設ける
扉から対角線上に便器を設置

参考例

参考例

失敗例

便器への
アプローチの方法

参考例（自動扉）

参考例（手動扉）
拡大図

85cm 以上

70cm 以上
開閉
スイッチ

ガラス窓

取っ手

カギを閉める時
手が当たらない
ようにする

ツマミ式の鍵は
操作がしにくい

「グー」の形で操作
できるものがよい

カギ
80cm

立位でも
利用しやすいよう
上端
100cm 程度

60cm
30 cm 以上

便器前スペース

120cm程度

扉は、便器と
対角線上に
設ける

手が
届かない～

手が
ちゃんと届いて
閉めやすい！

正面から
 →

便器側方入口

便器前方入口

斜め前方から↓ 直角に↓ 側方から↓

便器横
スペース
70cm
程度

便
器

前
ス

ペ
ー

ス
2
0
0
cm
程
度

車いすを使っている方のトイレ整備ポイント
資料編2

ミ
ニ
コ
ラ
ム 60 cm

40cm

80 cm

110cm

■手が
届きやすい範囲

■手が届く範囲

■ 手が
届きやすい
範囲

多様なアプローチに対応できる寸法



練馬区福祉のまちづくりの推進に係る区民意見聴取事業の
これまでの実績（平成20年度～ 28年度　試行事業も含む）

 平成

　年度

年度

施設名
　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度 　年度

14 15

洗浄ボタン等の配置

　JIS S0026 により洗浄ボタンの形状および紙巻器と
洗浄ボタン、呼び出しボタンの位置等が規定されてい
ます。車いす使用者の手が届く範囲からも検証が行わ
れており、この基準を遵守することが重要です。さらに、
JIS 基準にはありませんが、呼び出しボタンは、車いす
使用者が便器から車いすの乗り移りに失敗し倒れた場
合でも外部に通報できるよう、床上30cm 程度の低い
位置にも設置すると安心です。

※ JIS 策定の背景には、視覚障害者が洗浄ボタンを探
すことに苦慮していたことがあります。手探りでボタ
ンを探すため、車いすトイレだけでなく一般トイレに
もこの基準を遵守することが必要です。

ボタン等の配置は JIS S0026 に準拠すること
呼び出しボタンは、床に転倒した際に
押せる位置にもうひとつあると安心

参考例 参考例

手すり

　車いす使用者は、手すりを使い車いすから便器に乗
り移るため、つぎの点に注意が必要です。
・壁面にＬ型手すり、反対側には可動手すりを設置。
・両方の手すりは便器中心から等間隔に設置。
・横手すりの高さは便座から 20～25cm 程度上方、
　両手すりの高さは揃える。縦手すりは便座の25cm
　前方に設置。
・壁側の手すりの側方に洗面器等の設備を設置する場
　合は手すりの幅から突き出さない。
・壁面と手すりの色に明度差をつける。

壁面に L 字型手すり・反対側には
可動手すりを設置

石神井台敬老館

改修

改築

大規模改修

大規模改修

大規模改修

大規模改修

大規模改修

改修

大規模改修 検証聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

聴取

検証

新築

新築

改築

改築

改築

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

新設

改築

改築

改築

検証

検証

検証

検証

検証

検証

検証

検証

大泉西出張所

向山庭園

しらゆり荘

Ｃｏｃｏｎｅｒｉ ココネリ

豊玉第二中学校

谷原中学校（トイレ改修）

桜台地区区民館

開進第四中学校

第六出張所

下石神井小学校

高松地区区民館

石神井東中学校（体育館）

大泉東小学校

関町図書館

富士見台地区区民館

大泉西中学校

石神井松の風文化公園

こどもの森

土支田の森公園

西大泉こさくっぱら緑地

（仮称）中里郷土の森緑地

（仮称）清水山公園

（仮称）練馬総合運動場公園

（仮称）土支田二丁目 3号公園

（仮称）大泉学園町三丁目公園

計 26ヶ所（建築物１７ヶ所、公園・緑地９ヶ所）

２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

建
築
物

公
園
・
緑
地

床面からの
高さ
135cm
以上

手洗い器は
手すりより突き出さない

JIS の配置について
① 便座から斜め上方に紙巻き器を設置
② 紙巻き器の上方に洗浄ボタンを設置
③ 洗浄ボタンと同じ高さで、便座後方に
    呼び出しボタンを設置

はね上げ式可動手すり
便器先端と同程度の長さ

25cm 程度

約 40～55cm

約10～20cm②

①

③

腰かけ便器

便座

呼び出しボタン
（床から
  30cm 程度）

約 20～30cm

約 0～10cm

約15～40cm

3
5

cm
程

度
3

5
cm

程
度L字型

手すり

片側の壁に
まとめて配置

※ 施設名は平成２９年３月現在

便座から
20～25cm
便座から
20～25cm



みんなが使いやすい
建物・公園をつくろう！

ユニバーサルデザインの整備事例と
設計のヒント集

発行日：	 平成29年(2017年) 3月
発行：	 練馬区	都市整備部	建築課	
編集：	 （公財）練馬区環境まちづくり公社　みどりのまちづくりセンター内
	 ユニバーサルデザイン推進ひろば
問合せ：	 練馬区	都市整備部	建築課	
	 TEL：	03-5984-1649			FAX	:	03-5984-1225

ユニバーサルデザイン推進ひろばは、みんながもっとワクワク

しながら出かけられる“ねりま”になるために、区民・事業者

の皆さんの「出会い」「学び」「行動」のお手伝いをしています。

（公財）練馬区環境まちづくり公社
みどりのまちづくりセンター内
住所：練馬区豊玉北 5-29-8 練馬センタービル 3F
　　　平日 9:00 ～ 17:00
電話：03-3993-5451

ユニバーサルデザイン推進ひろばに遊びに来てください！

ユニバーサルデザイン推進ひろば

本冊子のテキストデータ版をご希望の方は、みどりのまちづくりセンターまでお知らせください。

ユニバーサルデザインやバリアフリーのまちづく
りに関する相談、資料の閲覧や貸出、ユニバーサ
ルデザイン製品の展示を行っています。お気軽に
お立ち寄りください！

貸出できる

ものも

あります！

「ボッチャ」の
ボール

こんなものがあります

点字ラベル
プリンター

点字器
妊婦疑似体験

キット

振動する
目覚まし時計

車いす

建物や公園を設計する際に
参考になる考え方や、整備事例等の図解や事例が掲載されています。

【URL】http://www.mlit.go.jp/
jutakukentiku/jutakukentiku_house_
fr_000049.html

【販売場所】
練馬区役所西庁舎 1 階　区民情報ひろば

【URL】http://www.city.nerima.
tokyo.jp/kurashi/jigyosha/doboku/
kenchikushido/mokuji.html

【URL】http://www.mlit.go.jp/
common/000224238.pdf

バリアフリー・ユニバーサルデザインの
建物・公園の設計に関する参考図書

高齢者、障害者等の
円滑な移動等に配慮した
建築設計標準

練馬区福祉のまちづくり推進条例
施設整備マニュアル【建築物】

建築物サインづくり
マニュアル

都市公園の移動等円滑化
整備ガイドライン


